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藤
吉
郎
の

　
　
　
　
　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　
台
風
の
た
め
に
清
洲
城
の
石
塀
が

崩
れ
ま
し
た
。

　
織
田
信
長
が
、
山
口
九
郎
助
に
修

理
を
命
じ
ま
し
た
が
、
二
十
日
間
た

っ
て
も
で
き
な
い
。
あ
と
三
十
日
は

か
か
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
木
下
藤

吉
郎
に
工
事
奉
行
を
命
じ
、

「
お
前
な
ら
な
ん
日
で
修
理
で
き
る

か
」
と
き
く
と
、
藤
吉
郎
は
、

「
さ
よ
う
、
五
日
か
、
六
日
あ
れ
ば

で
き
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
だ
れ
が
考
え
て
も
無
謀
な
返
事
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
藤
吉

郎
ぱ
、
約
束
ど
お
り
見
事
に
そ
れ
を

成
し
と
げ
ま
し
た
。

　
彼
は
魔
法
を
使
っ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
す
ぐ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
、
合
理
的
な
生
産
管

理
を
や
っ
た
の
で
し
た
。

．
前
任
の
奉
行
は
、
こ
の
普
請
に
三

十
日
間
を
要
す
る
と
い
う
。
三
十
日

間
を
基
準
と
し
て
賃
金
を
計
算
す
る

と
、
一
人
当
り
一
日
百
文
が
相
場
で

す
か
ら
、
一
人
が
三
十
日
間
働
く
と

総
収
入
三
百
貫
目
に
な
る
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
、
工
事
現
場
の
チ
ー
フ

を
集
め
て
、
藤
吉
郎
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
相
談
を
も
ち
か
け
ま
し
た
。

「
一
日
の
賃
金
は
百
文
だ
。
か
り
に

一
日
で
こ
の
江
事
を
仕
上
げ
た
ら
、

三
十
日
分
の
三
百
貫
目
を
払
お
う
で

は
な
い
か
。
」

　
一
同
は
、
こ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

発
言
に
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
て
い
ま

す
。
　
「
も
し
六
日
間
で
仕
上
げ
れ
ば
、

一
日
五
百
文
す
つ
支
払
う
。
早
く
仕

上
げ
て
、
た
く
さ
ん
な
賃
金
を
得
た

い
と
思
わ
ぬ
か
。
ど
う
だ
な
、
み
ん

な
」

　
一
同
が
驚
い
た
の
も
無
理
は
あ
り

ま
せ
ん
。
高
能
率
高
賃
金
の
す
ば
ら

し
い
条
件
で
す
。
刺
激
賃
金
は
、
チ

ー
フ
た
ち
の
勤
労
意
欲
を
グ
ッ
と
高

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
に
短

期
間
で
工
事
は
完
了
す
る
だ
ろ
う
か

ー
と
、
不
安
な
気
持
ち
を
か
く
せ
な

い
一
同
の
顔
色
を
見
て
、

は
、
「
さ
も
あ
ろ
う
な
」

し
、
形
を
改
め
て
、

「
で
き
る
。
わ
し
の
計
算
に
よ
れ
ぱ

五
日
間
で
仕
上
が
る
の
じ
ゃ
」

　
と
、
五
日
間
で
完
成
で
き
る
理
由

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
い
っ
た
い
破
損
の
石
塀
は
ど
の
く

ら
い
か
。
残
っ
て
い
る
部
分
は
百
二

十
間
だ
、
一
間
の
塀
を
仕
上
げ
る
に

は
熟
練
工
が
何
人
必
要
か
。
三
入
な

ら
で
き
る
。
一
日
三
十
人
で
や
れ
ぱ

十
間
で
き
る
。
一
日
三
百
人
な
ら
百

間
で
き
る
。
百
二
十
間
を
一
日
で
完

成
す
る
に
は
三
百
六
十
人
の
熟
練
工
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昭
和
四
十
六
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
施
政
方
針
演
説
の
概
要

一
九
七
〇
年
代
の
中
里
村
を
展
望

し
新
年
度
の
予
算
案
を
提
案
す
る
に

方
り
、
そ
の
施
策
に
関
す
る
万
針
を

述
べ
て
今
後
一
層
の
御
支
援
と
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
近
の
農
業
構
造
は
緊
迫
し
た
情

勢
に
あ
り
ま
し
て
、
農
業
の
構
造
改

善
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
、
わ

ら
す
、
痛
切
に
感
じ
ら
れ
、
且
要
求

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
国
の
米
の
生
産
調
整
は
誠
に
き
び

し
い
も
の
で
あ
り
、
新
年
度
に
於
け

鷺
羅
，
．

騰

鞭
　　欝

鞭醐撒

　
　
中
里
村
長
　
藤

る
、
吾
が
村
の
米
の
生
産
調
整
量
は

二
十
六
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
み
な
ら
す
、
五
ヵ
年
に
亘
っ
て
生

産
調
整
が
行
な
わ
れ
転
作
休
耕
が
、

継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
村
の
よ
う
に
農
業
所
得
に
対
す
る

依
存
度
の
高
い
地
域
に
於
て
は
、
他

産
業
へ
の
転
換
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と

と
思
わ
れ
憂
慮
に
堪
え
ま
せ
ん
。

従
来
米
作
を
主
体
と
し
た
当
村
の
農

業
施
策
に
つ
い
て
も
、
国
の
農
政

転
換
に
伴
っ
て
、
極
め
て
困
難
な
る

嚢

田
　
五
　
郎

事
態
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、

吾
が
地
域
に
適
合
す
る
と
こ
ろ
の
産

業
開
発
に
つ
い
て
、
十
分
検
討
を
加

え
、
国
、
県
を
始
め
関
係
諸
団
体
と

の
連
繋
を
保
ち
乍
ら
強
力
に
推
進
す

る
考
え
で
、
県
に
於
て
も
現
在
適
地

適
産
が
研
究
中
で
あ
り
、
稲
作
転
換

計
画
を
立
案
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、

や
が
て
具
体
的
の
指
示
が
あ
る
筈
で

す
の
で
之
等
も
参
考
と
し
て
、
う
ま

い
米
作
り
等
自
主
的
構
想
も
取
り
入

れ
て
善
処
し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
又
清
津
川
土
地
改
良
区
の
問
題

は
新
年
度
を
最
終
年
度
と
し
て
事
業

に
一
応
終
止
符
が
打
た
れ
ま
す
が
、

残
さ
れ
る
多
く
の
間
題
は
、
土
地
改

良
区
を
指
導
助
言
援
助
し
つ
つ
解
決

に
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
観
光
開
発
に
つ
い
て
は
、
高
田
ー

松
之
山
－
六
日
町
線
開
通
、
魚
沼
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
、
苗
場
山
麓
開
発
、
清

津
公
園
線
等
が
関
係
し
ま
す
の
で
、

逐
次
之
等
の
問
題
に
ふ
れ
て
行
き
ま

す
が
、
之
に
先
立
ち
農
政
転
換
の
中

で
考
え
ら
れ
る
も
の
の
中
に
、
観
光

と
工
場
誘
致
の
間
題
が
あ
り
ま
す
が

工
場
誘
致
に
つ
い
て
は
目
下
研
究
中

で
あ
り
ま
す
。

　
高
田
－
松
之
山
ー
六
日
町
線
の
早

期
完
工
に
関
す
る
問
題
は
、
地
域
発

展
上
最
も
重
要
路
線
で
あ
り
ま
す
の

で
、
昨
年
十
二
月
四
日
よ
り
期
成
同

盟
会
の
結
成
準
備
に
入
り
、
去
る
三

月
二
日
、
東
京
の
全
国
砂
防
会
館
に

多
数
来
賓
を
迎
え
て
、
沿
線
十
二
市

町
村
長
集
合
の
も
と
に
、
舷
に
始
め

て
、
高
田
ー
松
之
山
－
六
日
町
線
道

路
整
備
並
び
に
、
国
道
昇
格
期
成
同

盟
会
が
発
足
致
し
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
同
盟
会
の
副
会
長
と
し

て
就
任
致
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
献
身
的
に
目
的
達
成
に
適
進

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
幸
に
し
て

顧
問
に
は
、
田
中
角
栄
氏
、
村
山
達

雄
氏
、
大
野
市
郎
氏
、
大
竹
太
郎
氏

高
鳥
修
氏
、
塚
田
十
一
郎
氏
、
佐
藤

隆
氏
等
七
名
の
衆
参
両
国
会
議
員
か

ら
御
就
任
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
心
強

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
、
東
京
の

ア
ー
パ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
調
査

の
結
果
、
百
八
十
億
円
の
予
算
を
必

要
と
す
る
と
の
こ
と
で
、
県
知
事
も

こ
の
調
査
に
よ
る
工
事
は
不
可
能
と

の
結
論
か
ら
、
今
後
県
道
程
度
の
も

の
と
し
て
構
想
が
進
め
ら
れ
る
段
階

に
入
り
つ
つ
あ
り
、
新
年
度
も
若
干

の
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
然
し
乍

ら
高
田
ー
松
之
山
ー
六
日
町
線
の
完

工
と
相
ま
っ
て
、
中
里
村
の
発
展
に

寄
与
す
る
所
、
大
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
今
後
も
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
と
の
関
連
性
を
持
た
せ
る
よ
う
努

力
せ
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
苗
場
山
麓
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

は
米
生
産
調
整
の
為
ダ
ム
建
設
が
除

外
さ
れ
た
為
、
計
画
が
刻
々
に
変
り

っ
つ
あ
り
ま
す
が
、
最
近
清
津
峡
上

流
に
ダ
ム
建
設
が
計
圃
さ
れ
る
こ
と

が
濃
厚
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
時
点
を
想
定
し
乍
ら
計
圃

を
進
め
、
新
年
度
は
取
り
敢
え
す
芦

力
崎
地
区
に
小
規
模
ダ
ム
建
設
が
見

込
ま
れ
、
こ
の
地
区
が
畑
地
造
成
の

部
分
着
工
に
な
る
予
想
で
あ
り
ま
す

が
、
中
里
村
と
し
て
は
清
津
川
の
水

量
は
絶
対
に
減
ら
さ
ぬ
こ
と
、
開
拓

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
に
ダ
ム
の
水
を
流

用
す
る
こ
と
、
官
有
地
を
無
償
払
下

げ
す
る
こ
と
を
、
前
提
条
件
と
し
て

譲
ら
ぬ
態
度
を
堅
持
し
て
お
り
、
関

係
機
関
も
夫
々
こ
の
条
件
に
対
し
確

約
し
て
お
り
ま
す
o

建
設
関
係
に
つ
き
、
国
道
は
陳
情

が
実
り
新
年
度
、
の
げ
の
坂
上
迄
、

舗
装
も
含
め
て
完
成
さ
せ
、
引
続
き

地
七
り
地
帯
工
亭
と
芋
沢
立
体
交
叉

点
の
工
事
は
継
続
す
る
旨
、
建
設
省

か
ら
正
式
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

高
田
－
松
之
山
ー
六
日
町
線
の
新
年

度
予
算
も
、
国
、
県
出
先
機
関
地
元

選
出
代
議
士
、
県
議
を
始
め
田
中
幹

亭
長
の
き
も
入
り
も
あ
り
、
相
当
大

巾
予
算
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
清
津
公
園
線
は
県
道
昇
格
に
な
り

ま
し
た
の
で
新
年
度
に
於
て
道
路
改

良
構
想
の
調
査
に
入
り
ま
す
が
、
四

十
七
年
度
か
ら
道
路
整
備
が
本
格
的

に
開
始
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
居

り
ま
す
。

　
一
般
県
道
の
田
代
越
後
田
沢
停
車

場
線
は
、
ヘ
ッ
ツ
リ
拡
巾
工
亭
の
他

全
線
に
亘
る
改
良
工
事
の
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
地
元
住
民
の
協
力
態

勢
を
整
え
乍
ら
対
処
せ
ね
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
ヘ
ッ
ツ
リ
は
既
に
御
承
知
の
通
り

昨
年
三
月
陳
情
開
始
昨
年
中
に
、
予

算
が
つ
き
新
年
度
は
、
公
共
と
、
県

単
の
両
予
算
が
つ
く
と
い
う
異
例
の

措
置
が
と
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
ま

す
の
で
、
営
林
署
と
の
話
し
合
い
が

順
調
に
進
め
は
工
事
も
二
三
年
中
に

は
完
工
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
羽
倉
線
の
地
方
主
要
道
へ

の
昇
格
運
動
は
、
十
日
町
市
を
中
心

と
し
て
陳
情
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
三
月
末
日
迄
に
は
昇
格
の
見
込

み
が
、
濃
厚
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た

こ
と
は
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
宮
中
橋
の
用
地
買
収
も
地
元
の
方

　
　
　
　
　
　
（
二
面
へ
つ
マ
く
）



貸
帖
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賛長　歪藝笙毯弩獲手告
漂氣　糸老留滝審続が
たぱ　　でて一がた期

るま先る　　　◎がをつおみす人と
よたのが自れ家も与そりをる目かう　’へ　’分る庭てえうま高な標　’
な他り責のよやるるよすめどを子
子人く任要う集よなく　◎る　’考ど
ににつを求に団うど理家た学慮も
は責で果だ　　のにし解庭め校しの
決任終たけ　　なしてしでの生て能
しをらさは　　かま　”も方活　’力
てななな強　　でし生適　’策へ学に

易践圭藩種顯霧舗麿
くつう　’張　　が　。意賞をじ気導た
なけに口す　　と　　欲罰いてごを個　　　　　　　　　　　ま

　　い求ま用　　　まえ5県義毯究軽奮慕蒼　ち
．政明びそ・・らな　　が
ニポ　をにこ税こごつ
にス　致期で務れ注た　　　つ
　　し限修暑ら意り輩亨欝藷痛撃ぎ薯　　た
暴っ　　。告告意続い場
丞い　奎重薯塩。象
｝て　に正あ要　あ
っ　　　　　つ請りな　　　り

すけ　　成組り悪は　　　◎ま割らい
。多まに織の影　’青う地しやれも
　くた積をぞ響す少　　域よ責なの
　も　’極ついをべ年　　ぐう任くで
　つ研的くた・及てを　　る　。をて玄
　こ究にるりぽの健　　み　　果も
　とのつな　’す大全　　で　　た　’大
　も機とど子環人に　　子　　す進人
　大会めしど境の育　　ど　　子んか
　切をまてもや責成　　も　　どでら
　なでし　’会条任す　　を　　も自い
　こき　よ健な件でる　　見　　に分い
　とるう全どをすこ　　守　　育のつ
　でだ　。育のと　。と　　ろ　　て役け

す
雛
難
い
て
は
、
補
畷
藷
細
鶴
罐

助
金
の
増
額
と
昨
年
に
引
継
き
特
殊
善
処
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

寝
台
二
台
の
配
置
を
計
圃
し
て
お
り
　
　
以
上
綜
合
し
て
新
年
度
一
般
会
計

ま
す
。
重
度
身
障
者
即
ち
一
級
か
ら
予
算
は
四
億
二
千
八
十
一
万
九
千
円

三
級
の
方
に
対
し
少
額
乍
ら
見
舞
金
と
定
め
ま
し
た
。
特
別
会
計
は
国
保

の
支
給
、
更
生
資
金
利
子
補
助
、
補
施
設
勘
定
一
手
三
百
四
万
一
手
円
、

装
具
交
付
等
を
考
慮
し
て
あ
り
ま
事
業
勘
定
七
千
二
百
六
十
九
万
八
千

す
。
国
民
健
康
保
険
の
老
人
対
策
に
円
、
展
業
共
済
二
干
二
百
四
十
二
万

千
円
即
ち
、
十
二
・
一
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
に
恵
ま
れ

す
苦
し
い
財
政
の
中
に
於
て
、
村
民

各
位
の
御
理
解
あ
る
御
協
力
を
得
乍

ら
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
中
里
村
の
建

設
を
目
ざ
し
懸
命
な
る
努
力
を
傾
注

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
以
上
を
も

っ
て
施
政
方
針
の
説
明
を
終
り
ま
す

え
ま
し
ょ
う
。

　
人
間
の
ね
う
ち
や
職
業
な
ど
に
つ

い
て
、
望
ま
し
い
見
方
や
考
え
方
が

育
ち
、
自
分
も
そ
の
よ
う
に
な
ろ
う

と
自
覚
し
、
情
熱
の
焦
点
の
基
礎
が

つ
く
ら
れ
て
き
ま
す
。

◎
学
校
は
楽
し
く
生
活
に
は
り
あ
い

　
を
感
じ
さ
せ
よ
う

　
学
校
で
は
、
退
屈
児
童
を
な
く
す

場
合
に
は
、
「
期
限
後
申
告
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
た
あ
と
で
申
告
額

等
が
ま
ち
が
っ
で
い
た
こ
と
か
、
確

定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
な
い
で
い
る

と
、
過
少
申
告
加
算
税
や
無
申
告
加

算
税
な
ど
の
税
金
が
余
分
に
か
か
っ

た
り
納
め
過
ぎ
た
税
を
返
し
て
も
ら

　
こ
の
「
た
よ
り
」
は
県
が
行
な
っ

て
い
る
仕
事
の
全
般
に
わ
た
り
、
広

く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
而
寄

せ
い
た
穿
く
こ
と
に
ょ
り
、
県
民
総

参
加
の
県
政
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

始
め
た
も
の
で
す
。
ご
意
見
、
ご
要

望
、
苦
情
或
い
は
相
談
ご
と
に
つ
い

て
率
直
な
た
よ
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

皆
さ
ん
の

b

協
力
で
交
通
事
故
少

減
運
動

中
里
村
セ
通
安
全
対
策
協
議
会
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建
築
工
事
に

　
建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
昭
和
四

十
六
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
よ
っ
て
、
建
築
工
事
に
つ
い

て
は
一
層
基
準
が
き
び
し
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
今
後
建
築
物
を
建
築
さ

れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
は

特
に
注
意
し
違
反
建
築
物
を
出
さ
な

い
よ
う
御
注
意
願
い
ま
す
。

、
一
、
建
築
工
事
届
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
法
第
＋
五
条
）

　
建
築
主
が
建
築
物
を
建
築
し
ょ
う

と
す
る
場
合
又
は
、
建
築
物
の
除
却

の
工
事
を
施
工
す
る
者
が
、
建
築
物

を
除
却
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
者
は
そ
の
旨
を
県
知

事
（
中
里
村
役
場
建
設
課
経
由
二
部

作
成
）
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　
た
だ
し
当
該
建
築
物
又
は
当
該
工

事
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が

十
平
万
材
以
下
で
あ
れ
ぱ
、
届
け
な

く
て
も
よ
い
。

二
、
建
築
工
事
の
確
認
申
請
に
つ
い

　
て
（
法
第
六
条
）

　
建
築
主
は
次
に
掲
げ
る
建
築
物
を

建
築
、
増
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は

模
様
替
え
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

当
該
工
事
に
着
手
す
る
前
に
ぞ
の
計

画
が
敷
地
、
構
造
及
び
建
築
設
備
に

関
す
る
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く

命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る

つ
い
て

建
築
課

建
築
物
の
建
築
主
、
工
事
の
請
負
人

現
場
管
理
者
に
対
し
て
、
工
事
の
施

行
の
停
止
を
命
じ
又
は
相
当
の
猶
了

期
間
を
つ
け
て
、
建
築
物
の
除
却
、
移

転
改
築
、
増
築
、
修
繕
、
模
様
替
、

使
用
禁
止
、
使
用
制
限
を
す
る
。

も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
申

請
書
を
提
出
し
て
建
築
主
事
の
確
認

を
受
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
な
翁

確
認
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ぱ
建
築

出
来
な
い
。
工
事
が
完
了
し
た
場
合

四
目
以
内
に
完
了
届
を
建
築
主
事
に

報
告
し
て
検
査
を
受
け
、
検
査
済
証

を
受
了
し
た
後
で
な
け
れ
ぱ
建
築
物

の
使
用
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。

　
ω
　
学
校
、
病
院
、
診
療
所
、
劇

場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
公
衆
浴
場

観
覧
場
、
公
会
堂
、
集
会
場
、
百
貨

店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
テ
ル
、
旅
館

宿
下
、
協
同
住
宅
、
寄
宿
舎
又
は
自

動
車
車
庫
の
用
途
に
供
す
る
特
殊
建

築
物
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分

の
床
面
積
の
合
計
百
平
方
層
を
こ
え

る
も
の
。

　
㈲
木
造
の
建
築
物
で
三
以
上
の

階
数
を
有
し
、
又
は
延
べ
面
積
が
二

百
平
方
騨
を
こ
え
る
も
の
。

　
の
木
造
以
外
の
建
物
で
二
以
上

の
階
数
を
有
し
、
又
は
延
べ
面
積
が

二
百
平
方
材
を
こ
え
る
も
の
。

三
、
違
反
建
築
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
第
九
条
）

　
特
定
行
政
庁
は
、
，
建
築
基
準
法
又

は
こ
れ
に
基
く
命
令
、
．
若
し
く
は
条

例
の
規
定
に
違
反
し
た
建
築
物
又
は

建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
当
該

村
民
ス
キ
ー
大
会
終
る

　
一
週
間
延
期
さ
れ
た
第
十
回
村
民

ス
キ
ー
大
会
は
、
去
る
三
月
十
四
日

時
折
り
雪
が
激
し
く
降
る
中
で
行
な

わ
れ
た
。
当
日
は
不
順
の
天
候
に
も

か
か
わ
ら
す
、
多
く
の
声
援
に
励
ま

せ
れ
、
滑
べ
る
選
手
は
好
記
録
の
内

に
無
事
大
会
を
終
り
ま
し
た
。

　
成
績
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
ゆ

◇
一
般
男
子
滑
降

　　　　◇
　位位位般位位位
一　　　 男・
写鈴佐中子樋桑中
真木藤島回口原島
竈欝隆転霧隆
一（（（　　 （（（　角山小　荒西小
　間崎沢　 屋方沢　）　）　　　　　　）　）　）

◇
小
学
生
滑
降
　
四
年
男
子

　
一
位
清
水
雅
彦
（
田
沢
小
）

　
二
位
吉
楽
　
　
健
（
田
沢
小
）

　
　
五
年
男
子

　
一
位
樋
口
真
吾
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
斉
喜
　
雅
伸
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
樋
口
　
博
之
（
田
沢
小
）

　
　
五
年
女
子

　
一
位
　
鈴
木
　
康
代
（
倉
俣
小
）

　
二
位
松
崎
菜
々
子
（
倉
俣
小
）

　
　
六
年
男
子

　
一
位
　
上
原
　
数
之
（
田
沢
小
）

　
二
位
高
橋
　
　
貢
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
滝
沢
　
正
雄
（
田
沢
小
）

　
尚
、
中
学
生
は
当
日
、
学
業
が
あ

り
不
参
加
で
し
た
。

上
は
村
民
ス
キ
ー
大
会
表
彰
式

下
は
村
民
ス
キ
ー
講
習
会
の
劇

難．鞠瀞

村
内
中
学
校
卒
業
式

　
村
内
中
学
校
の
卒
業
式
が
、
去
る

三
月
十
五
日
各
校
そ
れ
ぞ
れ
、
父
兄

来
賓
を
迎
え
挙
行
さ
れ
た
。

　
過
疎
現
象
の
当
村
で
は
児
童
数
も

年
々
下
降
し
、
本
年
度
卒
業
生
は
、

田
沢
、
倉
俣
、
貝
野
三
校
合
せ
百
九

十
四
名
と
二
百
名
を
割
り
ま
し
た
。

　
尚
、
進
学
、
就
職
は
ほ
ぼ
同
数
に

達
し
、
進
学
九
十
五
名
（
特
殊
学
校

も
含
む
）
就
職
九
十
九
名
（
家
事
手

伝
も
含
む
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
蛍
の
光
に
送
ら
れ
九
年
間
の
義
務

教
育
の
課
程
を
終
え
社
会
へ
第
一
歩

を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

故
滝
沢

　
去
る
三
月
三
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

滝
沢
憲
蔵
さ
ん
（
如
来
寺
）
に
対
し

て
こ
の
度
、
従
七
位
勲
七
等
瑞
宝
章

が
お
く
ら
れ
、
役
場
に
お
い
て
、
国

鉄
東
京
給
電
信
濃
川
発
電
所
長
よ
り

遺
族
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
三
十
有
余
年
国
鉄
一
途
に

奉
仕
し
、
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
東
京

虫
思
蔵
氏
に
授
勲

の
大
動
脈
の
電
力
の
発
送
電
の
重
要

な
地
位
に
あ
っ
て
緻
密
な
頭
脳
と
温

和
な
人
柄
を
も
っ
て
、
そ
の
重
任
を

遂
行
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で

す
。
尚
故
滝
沢
憲
蔵
氏
は
、
村
の
行

政
相
談
員
（
ニ
カ
年
）
と
し
御
活
躍

な
さ
れ
た
方
で
す
。

所
に
転
送
し
ま
す
。

　
転
居
届
の
用
紙
は
、
郵
便
局
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
が
、
次
の
事
項
が

記
入
さ
れ
て
い
れ
ぱ
、
便
せ
ん
な
ど

に
書
い
て
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ω
届
出
人
氏
名
、
印

ω
旧
住
所

⑥
新
住
所

ω
転
居
者
氏
名
（
家
族
、
同
居
人
な

　
ど
も

㈲
い
つ
か
ら
転
送
し
て
も
ら
い
た
い

　
か
そ
の
月
日

《
新
刊
図
書
紹
介
V

　
公
民
館
で
は
村
民
の
方
々
に
読
書

を
通
じ
見
聞
を
拡
め
て
も
ら
う
た
め

に
、
今
回
は
日
常
の
疑
問
に
答
え
る

た
め
に
、
家
庭
医
学
、
暮
ら
し
、
世

界
原
色
の
各
事
典
を
取
り
揃
え
ま
し

た
。
お
気
軽
に
御
利
用
下
さ
い
。

・
現
代
の
家
庭
医
学

・
暮
ら
し
の
図
鑑

・
世
界
原
色
百
科
事
典

・
春
の
坂
道
9
、
口

・
日
本
の
名
城
百
選

全
五
巻

全
山
ハ
巻

全
八
巻

　
尚
、
図
書
貸
出
し
時
間
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
は

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
。
日
曜

祭
日
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

　
1
お
知
ら
せ
t

　
転
居
届
は
早
め
に

　
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
入
学

卒
業
、
就
職
、
転
勤
な
ど
、
住
所
の

変
わ
る
人
が
特
に
多
く
な
り
ま
す
。

住
所
が
変
わ
る
と
き
に
は
、
忘
れ
す

に
転
居
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
居
の
届
出
が
あ
る
と
、
旧
住
所

の
受
持
郵
便
局
で
は
、
旧
住
所
あ
て

に
来
た
郵
便
物
を
一
年
間
だ
け
新
住

婦
人
学
級
の
現
況

　
現
在
甲
里
村
に
お
い
て
、
開
設
さ

れ
て
い
る
婦
人
学
級
を
紹
介
し
ま

す
。
高
道
山
地
区
婦
人
学
級
、
倉
俣

地
区
婦
人
学
級
、
清
津
峡
地
区
婦
人

学
級
の
三
学
級
い
づ
れ
も
四
月
上
旬

を
も
っ
て
閉
講
し
ま
す
。
そ
の
他
田

沢
小
P
T
A
家
庭
教
育
学
級
は
年
間

通
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は

婦
人
学
級
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で

民
謡
を
習
う
学
級
生
。


